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進展には，開発可能とされている量では不足と見込まれる鉱物資源も多い。
それに加え，これら鉱物資源の製錬・精錬の寡占化も明らかになった。
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局部減肉箇所の高精細 3D 測定データを利用した
圧力容器の供用適性評価事例 ………………… セイコーウェーブ　新村　稔……475

　鋼材表面に腐食減肉が発生した圧力容器の供用適性評価を効率的に実行で
きる，光を使った 3D 測定とデータ解析，WES2820 に則した評価手段を紹
介した。
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さえておくべきポイントをいくつか紹介した。これらにより，実機との相関
が高まり，新規に採用するものの優位性が確かなものになる。


